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令和 2 年度 保険薬局向け研修会開催報告 

文責：小井土（薬剤部） 

 

＜背景＞ 

 令和 2 年度の診療報酬改定において、外来化学療法加算１に付随する新たな加算として連携

充実加算が創設された。 

 本加算算定のための施設要件として、保険薬局向けに外来化学療法に関する研修会を実施す

ることが求められた。 

 

＜目的＞ 

上記要件を満たすこと、また病薬連携・薬薬連携の強化を図ることを目的とした 

 

＜開催概要＞ 

主催： 薬剤部・化学療法室（共催） 

名称； 戸塚原宿レジメンカフェ 2020 

趣旨： 当院におけるがん薬物治療実施体制や治療内容に関する情報提供 

開催日時： 令和 2 年 9 月～令和 3 年 3 月まで毎月開催 

同内容で 2 回開催し、受講機会損失に配慮（2021 年 3 月は別内容） 

1 回の開催は 1 時間程度 

複数回の開催にあたっては、一部講義動画を撮影して活用 

開催案内： 当院 HP での告知、横浜市薬剤師会、戸塚区薬剤師会を通じた告知 

 

開催実績： 

開催年月 内容（テーマ） 参加人数 

令和 2 年 09 月 横浜医療センターの外来がん薬物療法の概要 

外来がん薬物療法を受けられる患者さんの 1日の流れ 

68 名 

令和 2 年 10 月 がん薬物療法概論 

抗がん剤の副作用評価と対策 

58 名 

令和 2 年 11 月 主に消化器がん（胃がん・⼤腸がん・⾷道がん）で使用

されるレジメンについて 

mFOLFOX6・XELOX（CapeOX）・SOX 

46 名 

令和 2 年 12 月 主に肺がんで使用されるレジメンについて 

CBDCA＋PEM・CBDCA+(nab)PTX 

53 名 

令和 3 年 01 月 主に膵癌・胆道癌で使用されるレジメンについて 

GEM＋(nab)PTX・GEM±S-1 

52 名 

令和 3 年 02 月 主に膵がん・⼤腸がんで使用されるレジメンについて 

FOLFIRI・IRIS・FOLFIRINOX・nal-IRI/FL 

47 名 

令和 3 年 03 月第 1 回 抗体医薬について 

PD-1/PD-L1・EGFR・VGEF・HER2・RANKL 

34 名 
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令和 3 年 03 月第 2 回 がん診療病院連携研修終了報告・症例検討 

認定・専⾨薬剤師取得について 

29 名 

 

 

＜評価・考察＞ 

 レクチャーが中心となった令和 2 年 9

月～令和 3 年 3 月第 1 回の参加者は平

均 50 名（中央値 52 名）である 

 上記期間における実質参加者は 103 名

であり、うち 66 名が複数回参加してい

る（参加回数の分布は右図参照） 

 令和 3 年 1 月の受講者に対してアンケート調査を実施した（資料 0511 参照） 

 

＜今後について＞ 

 診療報酬上の施設要件として、継続した研修会開催が求められていること、今年度の参加状

況がおおむね好評であったと思われることから、次年度についても開催の方針である。 

 開催頻度は月に 1 回（複数開催は実施せず）として、令和 3 年 6 月以降に開催したい。 

 内容については、診療報酬の施設要件にかかわる部分を堅持しつつ、アンケート結果にある

要望も織り交ぜたのを検討予定である。 

 

以上 
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